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イヌにおけるジアルジア感染の臨床

伊藤直之

*北里大学獣底学部小動物第 1内科学研究室

Clinical aspects of Giαrdiαinfection in dogs 

N aoyuki lTOH 

First Depαrtment 01 Small Animal Internal Medicine， School 01 Veterinary Medicine， 

Kitαsato University， Hig，αshi 23-35-1， Toωαdα， Aomori 034-8628， OlIαραη 

(Received 8 Sep.， 2008) 

Abstract This article reviews the clinical aspects of Giardiαintestinalis inf巴ctionin dogs based 

on its author's experiences. The Giardia intestinαlis infection is critical to dogs and humans since 

the protozoa induce the digestive tract disorders. Moreover， the pot巴ntialof zoonotic transmis-

sion from dogs to humans is r巴congnized，according to the genotype analysis of isolates in dogs 

and humans. No characteristic clinical features were observed in th巴author'sresearch. Only 

13.4% cases showd that the diarrhea in the 171 cas巴sof Giardiαintestinalis infected dogs， and 

many r巴mainedcases were sub-clinical without diarrhea. The diagnosis of Giαrdia intestinals in-

fection is difficult because of its low sensitivity of convenient microscopic巴xaminationmethod. 

The infection of Giαrdia intestinalis in household dogs seems to be still underestimated today. 

The multiple examinations using the direct smear method and the cyst concentration method are 

recommend巴dto detect Giardia in individual animal hospitals. The epidemiological backgrounds 

of dogs are very important to suspect Giardia intenstinalis infection in household dogs. The 

detection of Giardia intestinαls specific antig巴nin private household dogs was high levels in dogs 

aged 1-6 month olds (22.8%， 83/364)， and those derived from pet shops/breeding kennels (20.5%， 

130/634). In addition， the cases of 83.5% (137/164) in Giardia antigen positive dogs were kept 

indoors. It is a serious problem for zoonotic transmission， because the infected dogs are much 

closed contact with humans. The clinical cases of canine giardiasis were treated with nitro-

midazole (metronidazole tinidazole) and b巴nzimidazole(febantel combination， albendazole， and 

febendazole). All of the agents were e釘巴ctiv巴forcanine giardiasis in Japan， since the fecal con-

ditions were r巴coveredand the shedding of cysts was eliminated. Especially， febendazole (50 mg/ 

kg， once a day for 3 days) was recommended to control canine giardiasis because of its excellent 

e侃cacyand potential of antinematodes activity 
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序文

*〒034-8628青森県十和田市東23番町35-1
ジアルジアは，古くから多くの研究報告がなされてき

たにもかかわらず病態発生機序は不明のままであり，現

在に至っても未解決な部分が多い寄生虫である.本稿で
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は，イヌのジアルジア感染に関する臨床的な事項と疫学

的背景について，著者が2007年7月まで開業獣医師と

して経験してきたことを中心に述べたい.

イヌとヒトのジアルジア感染

イヌのジアルジア感染は，子イヌを中心として急性な

いしは慢性の下痢を引き起こし飢附7，70，71，76) 原因となる

原虫の検出率も低くはない2，3，2開，31，33，34，40，50，62，64)ことか

ら，小動物臨床において重要な寄生虫性疾患であると言

うことができる.一方， ヒ卜のジアルジア感染は，熱帯

や亜熱帯の衛生不良な地域に住む幼児を中心に集団的に

みられ，イヌと両様に急性ないしは慢性の下痢を引き起

こし，世界的な感染者数は年間約2.8f:意人に達すると推

定されている45) B本圏内では， ヒトのジアルジア症は

1999年4月から施行され2003年 11月に一部改正され

た「感染症の予防及び感染症患者に対する医療に関する

法律」で全震師に届け出義務がある 5類感染症に指定さ

れ38) 毎年100人前後の患者数がある再興感染症として

公衆衛生学的に注目されている 4]) これまで， ヒトのジ

アルジア感染は，水系感染や食物を介したものが多数報

告されてきた13，14.24，25，49，53，59，65，66)が，最近， ヒ卜と動物に

共通して感染する遺伝子型を持つジアルジアが分離され

たことから，イヌやネコなどのコンパニオンアニマルが

ヒトへの感染に重要な役割を果たしている可能性も指摘

されている8，20，26，43，51，58)

ジアルジアの分類と感染経路

【分類】

動物に寄生するジアルジア (Giardia)は，G， intesti-

nalis (シノニム ;G， lamblia， G. duodenalis)， G， agilis， 

G. ardeae， G. muris， G. psittaciおよびG.microtiに分類

されているが，ヒトやイヌに寄生するのは G.intestinalis 

であると考えられているJ)かつて，イヌに寄生するジア

ルジアに対しては G.cαnisの名称が用いられたことも

あったが，現在は G，intestinalisを使用するのが一般的

である.さらに詳しく分類すれば，イヌに感染するのは，

人獣共通の遺伝子型と考えられている G.intestinalisの

Assem blage AおよびBとイヌに特異的な遺伝子型の

Assem blage Cおよび D8，20，26，43， 51， 58)に分けられる.

【感染経路]

ジアノレジアは経口感染する. ジアルジアは形態学的に

シスト(嚢子)とトロフォゾイト(栄養体)の 2つの形

態を有する 1，55)が， シストは外界の諸感作に対して抵抗

性があるため1.55) 動物への感染はシストで汚染された

生水や食品の摂取，食糞が一般的であると考えられてい

る13，14，24，25，49，53，59，65，66) また，イヌの被毛に付着したシス卜

やハエによって機械的に運搬されるシストも感染源とし

て注目されているは16) 感染が成立するために必要なシ

ストの数は， ヒ卜で1O~25 侶と考えられている 55)

一方， トロフォゾイトは外部環境下では不安定であ

り，早期に死滅することから感染力はないとされてい

る1，55) しかしながら，イヌでは新鮮なトロフォゾイトの

経口摂取でも感染が成立することが証明されている帥

症 状

ヒトでのジアルジアの典型的な顕性感染では，感染後

6~15 日で症状を示し，急、性期が 2~4 日持続した後，慢

性期が数週間続くとされている55，6]) ジアルジア感染に

よる特異的な症状はなく，急性ないしは慢性の下痢が最

も一般的である55，61)が， ヒトでは不顕性感染が多く存在

することも知られている民61) 発症にはジアルジアの系

統 Cstrain)や遺伝子型による病原性の違い，宿主の発育

(年齢)，栄養および免疫状態，さらには，他の寄生虫感

染やストレスに対する暴露など多様な因子が複雑に関与

していると考えられている55，6])

イヌのジアルジア感染の臨床症状としては，粘血{更を

ともなった急J性ないしは慢性の下痢，食欲減退，腹痛など

が報告されている39，50，56，67，70，76)が，何れもジアルジア感染

に特異的なものではない.また，症状を示す炉IJに比べて不

顕性感染が多く再在することは，従来の報告39，50，56，67，70，76)

および著者の経験からも明らかなことである.発症には，

輸送や環境の変化などのストレスが関与していると，特

に子イヌで推測されている67) 著者は，ペットショッフ。か

ら購入直後は正常使であったものが， 2~3 日後に下痢便

を排濯するようになり，来院した例を多く経験している.

さらに， ジアルジア虫体が検出されたにもかかわらず，

糞便性状や一般状態に変化が無いことからジアルジアに

対する治療を希望しなかったが，数日後に下痢便を排出

して再来院する子イヌもしばしば経験した.以前に実施

した調査29)では， ホルマリン・酢酸エチル沈澱法39，73)で

ジアルジア虫体が検出された 171例中，下痢便の排出が

みられたのは 13.4%(23/171)であり，残りの 86，6%は

軟便または由形使であった(国1)，そして，下痢便の排

池がみられた例の 78，3%(18/23)は6カ月齢以下のイヌ

であり， ジアルジアが検出された 24，0%は1/171)でジ

アルジア以外の消化管内寄生虫の重複感染がみられ，最

も多かったのはイソスポラ (Isospora)であった(表1)，

このことは，糞便検査でジアルジアより容易に検出可能

なイソスポラが検出された場合には， ジアルジアについ

ても住意深く観察するべきであることを示唆している.
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13.4 % 

璽下痢{受

軟便

禁固形便

図1. ジアルジア虫{本が検出されたイヌ 171例の

糞便性状

表1. ジアルジアと重複感染がみられた 41例

の消化管内寄生

寄生虫種 検出数

ジアノレジア十イソスポラ 18 

ジアルジア+イヌ回虫 10 

ジアルジア十糞線虫 8 

ジアルジア十イヌ鈎虫

ジアルジア十有線条虫

ジアルジア+イソスポラ+糞線虫

ジアルジア十イヌ回虫十イヌ鞭虫 2 

6カ月齢以下のイヌで下痢がみられる場合， この時期の

下痢の原因としてはウィルス感染をはじめとして，様々

なことが推測されることからその解釈は難しいが， ジア

ルジア感染も考慮すべき原閣の一つであり，問時に{也の

寄生虫との重譲感染にも留意すべきである.いずれにし

ても，生後数カ月の子イヌで購入時より便の軟かい状態

が持続している例では， ジアルジア感染を強く疑うべき

である.なお， ヒトで報告されている悪臭を放つ脂肪便

の排油開55)を，イヌの症例では現在のところ経験してい

ない.著者の開業時の診察では， ジアルジア虫体が検出

されたのは 2~3 カ月齢の子イヌが中心で‘ありこれらの

多くは重度な臨床症状を示さなかったため糞便検査以外

の検査が必要とされる状況が少なく， ジアルジア感染に

よる種々の検査データは，残念ながら存在しない.代わ

りに，イヌでのジアルジアの感染実験にともなう血液成

分や生化学成分の変化について観察した論文を紹介した

い. この論文60)では 5カ月齢の雑種イヌ 8頭を用いて

いる. I群へはヒト由来ジアルジアの培養トロフォゾイ

卜の経口接種. II群へはヒト由来のシストを経口接種.

E群をコントロールとし，これら 3群について接種後

165 Bまで，イヌの一般状態，糞便中の排池シスト数，血

液一般および生化学成分について観察している.なお，

接種したジアルジアの遺伝子型等については解析されて

いないが，イヌへ感染が成立したヒト由来株であること

から AssemblageAまたは Bであったと推察される.

観察期間中， I， II群ともにジアルジア感染にともなう

臨床症状は認められていない.プレパテントピリオドは

5~6 臼であり， シストの排出は感染後 112~140 日まで

持続.血液検査では，軽度の貧血がトロフォゾイトを接

種した I群の 15日目に認められ，ビタミン B12や葉離の

吸収障害によるのではないかとこの論文の著者ω)は推

測しているが，臨床症状が認められなかったことからす

れば， この推論には多少無理があるように思われる.ま

た， シストを投与したH群で梓状核好中球の散発的な軽

度の増加がみられ， これに対しては腸管での炎症反応が

影響したのだろうと考察しているが，これも若干無理の

ある理由付けではないだろうかと感じる.いずれにして

も，感染=発症ではなく，発症に至るまでの経路にさら

に何らかの要因が関与していることを示唆する成績であ

る.

ジアルジア感染にともなう下痢の発生メカニズムは，

解明されていないが，初期には増殖したジアルジアが機

械的パザアーとして働主小腸における吸収を妨げると

考えられた1，61)しかし，現在では虫体の大きさと腸管表

面積の比較から，これが主要な原因とは考えられていな

い.マウスとジャービルの感染実験では， ジアルジアの

寄生にともなう粘膜表面の障害により， リパーゼ，プロ

テアーゼおよびジサッカ 1)ダーゼ、などの消化酵素活性の

低下が示されている21，39，61) ジアノレジァが産生するトキ

シンや排活性および分泌性の抗原が，症状の発現に関与

していることも示唆されている 11，37) ジアルジア感染に

よる生体側の基本的な変化は，繊毛上皮細胞の透過性の

冗進であり， これは明らかに虫体の産生物により誘導さ

れた直接的な細胞変性効果であることが指摘されてい

る10，52)

きか
ロエF 断

ジアルジア感染の確定診断は，糞便検査による虫体の

検出や ELISA(enzyme-linked immunosorbent assay) 

による特異抗原の検出，あるいはPCR(polymerase chain 

reaction) によるジアルジア特異遺伝子の検出である.

しかしながら，現在，日本国内で臨床的に可能な診断法

は，検出感度がELISAやPCRより劣る糞便検査による

ジアルジア虫体の検出に限られる.糞便検査法にも様々

あるが，著者が汎用しているのは，トロフォゾイトとシス

トの検出が可能な直接塗抹法とシストの検出感度が高ま

り，糞線虫を含む他の消化管内寄生虫の検出が可能なホ

ルマリン・酢酸エチル沈澱法39，73)で，いずれもヨード染色
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を施して観察している.その他浮遊法(硫酸亜鉛液:比

重1.18~1.20など)もシス卜の検出に用いられている39)

ジアルジアの検出形態はシス卜が最も一般的であり，ジ

アルジア感染が確認されたイヌ 151頭での虫体の検出形

態を調査した報告却)では，シストでの検出がトロフォゾイ

卜とともに観察された例を含めて約90%を占め(図2)，

ジアルジアの外界への排油形態が，一般的にはシストで

あることを考慮すれば当然の結果である.逆に， トロ

フォゾイトだけが観察される例が 1割程度あることにも

、注意すべきである. このことは， ジアルジアが検出され

たイヌ 171例の糞便性状と原虫検出形態の割合について

調査した報告紛で，固形使ではシストの検出割合が圧倒

的に高いが，軟便，下痢便となるにつれてトロフォゾイ

トの検出割合が高くなり(図的，下痢の激しい例ではシ

スト形成が間に合わないために，糞便へトロフォゾイト

がそのまま排池されるとの報告39)によっても裏付けら

れている.従って，沈澱法や浮遊法の検出感度が直接塗

抹法より高いとの理由から，直接塗抹法を省略するとト

ロフォゾイトの検出が出来なくなる可能性があり，直接

塗抹法も必ず実施することが重要である.

C:シスト
T:トロフォゾイト

T 

9.9 % 

図 2. ジアルジア感染イヌ 151頭における虫体の
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10守口%
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図 3.

検出形態

E望シスト

トロフォゾイ卜

=:シスト+トロフオソイト

図形便 軟便 下痢使

ジアルジァ虫体が検出されたイヌ 171例の

各糞慢性状における原虫検出の割合

実際のジアルジア虫体観察について触れたいと思う.

図4は， ヨード染色したシストを 100倍で観察したもの

である.ジアルジアシストの大きさは 10μm前後であ

り1，39，55) イヌの赤血球とほぼ間等の大きさであることか

ら，慣れてくるとこの倍率でも検出が可能である.400倍

では，ジアルジアの特徴的形態が観察可能になる(図5).

酵母など類似したものが観察されることも多いが， ジア

ルジアの核と鞭毛に一致する構造物が確認されることで

鑑別可能である.さらに， ジアルジアシストは，周囲の

爽雑物とはヨードに対する染色性が異なり，辺縁がなめ

らかな特徴を有する.国6はトロフォゾイトであり，高

倍率で観察した像である.新鮮便中のトロフォゾイトは

運動性があり，ひらひらと泳ぐ姿が観察される.同じく

運動性があり，間違いやすいものとして，腸トリコモナ

ス(図 7)がある.ただし，腸トリコモナスは核と鞭毛が

偏在していることや空胞が存在することでジアルジアと

は容易に区別される. ジアルジアの検出で注意すべきこ

とは，粘液を多く含む便で、は粘液の中に虫体，特に卜ロ

フォゾイトが多数存在することがあるという点である.

従って，粘液便の場合には粘液部分を直接塗抹法で注意

深く観察することが重要である.粘液部分には， ジアル

ジアのみならずイソスポラ (Isospora)原虫も観察され

ることが多いので，特に注意が必要である.図 8-aは典

型的なシストの形態であるが，実際に観察されるシスト

の形態は多様である(図8-b).

ジアルジアの虫体，特にシストの検出で注意すべきこ

とは，糞便へのシスト排出は持続的なものではなく，間

歌的であるという点である泊 これは， シストが観察さ

れないことが必ずしもジアルジアに感染していないこと

を意味するものではないことを示している. 1自の検査

で虫体が検出できるのは，感染例の約 70%程度である

ことも報告されている5，15)ことから，虫体の検出感度を

高めるためには，浮遊法ないしは沈澱法を用いて隔日ま

たはそれ以上の間簡を置いて 3回の検査を実施すること

が必要であり，それによって検出感度が90%以上に高

まるとされている 15)

糞便中のジアルジア (G.intestinalis)特異抗原を検出

する ELISAキットについて簡単に触れる.現在のとこ

ろ，日本国内で通常に入手可能なジアルジア特異抗原の

検出キットは限られている.図9はR-Biopharm社製の

キットであり，著者が同一検体についてこの ELISAキッ

トによるジアルジア特異抗原の検出と直接塗抹法+ホル

マリン・酢酸エチル沈澱法による虫体の検出を比較した

成績では，直接塗抹法+沈澱法により虫体の検出が可能

であったのは， ELISAにより抗原が検出された検体の
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図 4. ジアルジアの観察:100倍

図 5. ジアルジアの観察:400倍

図 6 ジアルジアのトロフォゾイ ト

55.l%に過ぎず，通常の検査ではジアルジアの感染が実

際より低く評価されている可能性を示唆していた. しか

し，このキットではジアルジアに対するモノクロナール抗

'品、司

図 7. 腸トリコモナス

、
1Q巳μ:JI1

-・、
~ \\、

図 8-a，b. ジアルジアシス 卜

体がマイクロプレートにコーティングされ，吸光度を測

定することにより特異抗原の陽性，陰性が判定される こ

とから，臨床の場で個々の症例に応用するのは困難であ

ることおよび判定まで数時間を要することから，その使
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用は研究用に限られる.それに対して，図 10はIDEXX の検出では，他の消化管内寄生虫を検出することはでき

Laboratories， Inc. (アメリカ)の ELISAによるイヌ・ ない.よって，抗原検出は従来の糞痩検査法に代わるも

ネコ用の迅速ジアルジア抗原検出キットである.この のではなく，併用することでその価値が発揮されること

キットは日本国内でもおなじみの SNAPFeL V IFIVゃ に留意すべきである.

SNAPハートワームと同じシリーズのもので，特別な器

具・器材は必要とせず，反応時間は 8分，全体の行程を
疫

会見

チ

含めても約 10分程度あれば判定が可能であり，極めて イヌでのジアルジア感染では特異的な臨床症状がな

臨床的なキットであることから，日本国内での販売が期 いことや虫体の検出率が 100%ではないことから，疫学

待される.ただし， ELISAキットによるジアルジア抗原 的背景の聴取，特に年齢と由来が診断の重要なポイン卜

図 9. R-Biopharm社製ジアルジア特異抗原検出

ELISAキット

図 10. IDEXX社製ジアルジア特異抗原検出 ELISA

キット

となる.浮遊法または沈澱法による一般家庭で飼育さ

れているイヌのジアルジア虫体検出率は，海外で O~

1口7.0%1凶8且引.1凡l悶肌9札'お以削，3犯5，4州1

報告されている.2002年~2005年にかけて，著者は動物病

院に来院した一般家庭飼育イヌ 1020頭を対象に ELISA

キットによる G.intestinalis特異抗原の検出を行った27)

その結果， 16.1% (164/1020)が抗原陽性であり，特に，

1~6 カ月齢のものでは，その陽性率は 22.8% (83/364) 

であった.ペットショップ/繁殖施設由来(ペットショッ

プまたは繁殖施設から購入し，現在は一般家庭で飼育さ

れているイヌ〕のものでは， 20.5% (130/634)であった

(表 2). また，糞便性状では軟便の陽性率が 22.4%(501 

223)であった.ヒトとの接触機会が多いと考えられる室

内飼育のイヌ 164頭では，その 83.5%(137/164)から特

異抗原が検出され， ヒトへのジアルジア感染に，室内鏑

表 2. 一般家庭飼育イヌの疫学的要因と Giardia

intestinalis抗原腸性率との関係

要因 調査数陽性数陽性率(%)

糞{更の性状

田形使 701 100 14.3" 

軟{更 223 50 22.4b 

下利便 96 14 14.6 

年齢

1~6 カ月齢、 364 83 22.8C 

7 カ月齢~6 歳齢 143 16 11.2d 

2~5 歳齢 304 35 11.5e 

6歳齢以上 209 30 14.4f 

由 来

一般家庭 386 34 8.8g 

ペットショップ/繁殖施設 634 130 20.5h 

有意差

a-b : P< 0.01 

c-d : P<0.01 

c-e : P<0.01 

c-f : P<0.05 

g-h: P< 0.01 
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表 3. 繁殖施設のイヌにおけるジアルジア抗原陽性率

年齢 調査数 陽性数 陽性率(%)

1-9カ月齢 99 54 54.5a 

10カ月齢以上 262 81 30.9b 

全体 361 135 37.4 

有意差

a-b : P<O.Ol 

育イヌが保虫宿主として重要な役割を果たす可能性があ

ると考えられた.さらに， 2004年の繁殖施設内で飼育さ

れているイヌ 361頭を対象とした調査34)では，全体の抗

原陽性率が 37.4%(135/361)と高く，また， 1~9 カ月齢

のイヌでは 54.5%(54/99)と著しく高かった(表3)こ

とから， これらの施設が子イヌの感染の場として重要で

あることを強く示唆していた.

:.L、
'ロ 療

現在，海外では多くの種類の薬剤がジアルジア感染の

治療に用いられているが，日本国内では販売されていな

いものが多く，イヌ， ヒトを問わず， ジアルジア感染の

治療薬として承認されたものはない.応用されているい

ずれの薬剤も lクールの投与で 100%の効果を期待する

ことは困難であり，副作用の発現を考慮しながら複数回

の投与が必要である.さらに，環境中や被毛に付着した

シストの摂取による再感染を防ぐため，感染イヌのシャ

ンプーや周間環境の熱湯消毒が必要である.そして，同

時に感染が認められる消化管内寄生虫に対する治療も忘

れではならない.以下，日本国内で入手可能な治療薬に

ついて，著者の経験をもとに述べる.なお，これらの投

与プロトコーjレは，過去の報告は75.76)を参考にしたもの

であり，これがベストだということではないことに住意

していただきたい.各薬剤の有効率は，薬剤投与終了後

に一定間隔で実施した糞便検査で3回以上ジアルジア虫

体が検出されなかった場合に有効と判断した場合の櫨で

ある28，32)

【ニトロイミダゾール系薬剤】

ニトロイミダゾール系薬剤は， ジアルジアのトロフォ

ゾイトに取り込まれた後，ニトロ基がピルビン酸フェレ

ドキシンオキシドレダクターゼ、およびフェレドキシン

(電子伝達蛋白)の作用により還元されで活性化し， DNA 

に対してラセン構造の喪失や塩基置換などの障害を引き

起すことで抗ジアルジア作用を示す22，48) また， ジアル

ジアのトロフォゾイト細胞質内への酸素とニトロイミダ

ゾール系薬剤の取り込みが競合することより，本剤の投

与によりトロフォゾイトの酸素取り込み率が容量依存性

に低下し， トロフォゾイ卜は非活動性または死に至

る36，48) さらに，シストの酸素取り込みはトロフォゾイ

卜の1O~20% であること 48) より， トロフォゾイトによ

り効果は低いと考えられるが，ニトロイミダゾール系薬

剤による殺シス卜効果もある程度は期待される7) 日本

国内ではメトロニダゾーノレとチニダゾーノレが使用可能で

ある.

〈メトロニ夕、ゾール〉

商品名はフラジール(塩野義)，アス、ノーール(富士製薬).

投与量は 12.5~32 ， 5mg/kgをl日2回， 5~8 日間， 経

口投与. 1クール投与での有効率は 50，0%紛. 中枢神経

系障害と骨髄抑制の副作用に注意が必要で，妊娠イヌに

は使用できない9，17，72) メトロニダゾールは硬い糖衣錠で

あり，イヌの体重に併せて投与量を調整することには難

点があり，過剰投与に注意が必要.

《チニダゾール》

商品名はハイシジン(富士製薬).投与量は 50mg/kg 

を1日1回， 3日間，経口投与.1クール投与での有効率は

71.4%28).メトロニタヘ/ールと同様に中枢神経系障害と骨

髄抑制に注意が必要で，妊娠イヌには捜用しない9，17，72)

チニダゾールは，フィルムコートされた柔らかい錠剤で

あり，メトロニダゾールよりは調剤が容易である.いず

れにしてもニトロイミダゾール系薬剤jは極めて苦く，子

イヌへの投与は困難なことが多い.

【ベンズイミダゾール系薬剤]

ジアルジアは細胞脅格構造体として腹側吸着盤，鞭毛

およひ、中央小体などを有しているが，その主要な構成々

分は微小管である.ベンズイミダゾール系薬剤の抗ジア

ルジア作用は， トロフォゾイトの微小管講成蛋白質重合

を特異的に阻害して微小管の構築を妨げ，さらに，グル

コースの取り込みを障害することでトロフォゾイトの麻

療や死を引き起こすことによる9，42，48) ベンズイミダゾー

ル系薬剤には殺シスト効果はないと考えられる7)

〈アルベンダゾール〉

商品名は，エスカゾール(グラクソ・スミスクライン).

投与量は 25mg/kgを1日2回， 2日間，経口投与. 1 

クール投与での有効率は 71.4%32). 同時に消化管内線虫

の駆除が可能9，74) アルベンダゾールはわずかな酸味と

甘みをもっフィルムコートの柔らかい錠剤で調剤は容易

である. しかし，薬価が他に比べて高価であり，骨髄抑

制がある 9，80)ため一般的には使用しない.特に子イヌで

は注意が必要であり，妊娠イヌには使用しな~ )9) 

〈フェパンテル配合剤〉

商品名は，ドロンタールプラス(バイエル薬品.成分は

フェパンテル十パモ酸ピランテル+プラジクアンテル).
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プロドラッグであり，実際の抗ジアルジア活性はフェパ

ンテルの代謝産物であるフェンベンダゾールにある9，46，74)

投与量はフェパンテルとして 30mg/kgを1日1回3日

間，経口投与.1クール投与で、の有効率は 75.0%32).同時

に消化管内線虫および条虫の駆除が可能9，74) 本剤は，大

きな素錠であることから調剤は比較的容易で，安全域も

広いことが示されている 74) しかし，ニトロイミダソ、、ール

系薬剤と同様の苦味が難点である.妊娠イヌには使用し

ない74) なお，フェパンテルとしての投与量は， 15 mg/ 

kg の 3~5 日間使用でもイヌのジアルジア感染に対して

十分な効果のあることが報告されている 56)

《フェンベンダゾーノレ〉

商品名は， Panacur C (Intervet Inc， USA.)日本国内

では販売されていないが，個人輸入が可能.投与量は 50

mg/kgを1日l回， 3日間，経口投与.フェンベンダゾー

ルの代謝産物で、あるオキシフェンダゾールにも抗ジアル

ジア活性がある. 1クール投与での有効率は 81.8%32).

同時に消化管内線虫の駆除が可能であり，妊娠イヌへも

投与が可能9，74) フェンベンダゾールには頼粒と懸濁液

があり，体重に併せた調整は極めて容易.わずかな酸味

と粉っぽさがある.安全域は極めて広~ ¥9，74) 

以上，いずれの薬剤を使用した場合もほとんどの症例

で投薬前にみられた軟便または下痢便は，改善がみられ

た.また，フェパンテル配合製剤の投与直後に薬剤の苦

味による口腔粘膜の刺激が原因と考えられる一過性の唾

液分泌充進が 1例で l回のみ観察された以外には，各薬

剤jに起因する全身的な副作用は認められなかった.これ

らの成績から， 日本国内のイヌのジアルジア感染例に対

してニトロイミダゾール系薬剤jのメトロニダゾールとチ

ニダゾール，ベンズイミダゾール系薬剤lのフェパンテル

配合製剤とアルベンダゾールおよびフェンベンダゾール

のいずれもが糞便内虫体の排地を抑制し，糞寵性状を改

善させるのに有効であることが確認された.メトロニダ

ゾールとチニダゾールの比較では，チニダゾールの効果

がメトロニダゾールを上回る可能性が示されたことおよ

び投与回数と投与期間が少なくて済むことから，チニダ

ゾールに臨床上の利点があると考えられる.ただし，ニ

トロイミダゾール系薬剤では，耐性株の存在が指摘され

ている 44，69)こと，両薬剤の有効率が低い傾向を示したこ

とおよび副作用の問題からその使用には投与量および投

与期間についての再検討が必要であると考えられる.ま

た，ニトロイミダゾール系薬剤を上回る可能性が示唆さ

れたこと，イヌ回虫，イヌ鈎虫およびイヌ鞭虫の駆虫に

も有効である9，74)ことよりベンズイミダゾール系薬剤の

フェパンテル配合製剤およびフェンベンダゾールの臨床

J;t;用上の有用性がより高いと考えられる.特に，有効率

が高かったフェンベンダゾールの日本国内での臨床応用

が期待される.一方，薬剤投与の効果がみられなかった

例については，下痢にともなう薬剤停滞時間の短縮，薬

剤の吸収，代謝，分泌i輩害，さらにはジアルジア原虫の

薬剤耐性や飼育管理(糞便処理)の失宜による再感染の

可能性が考えられた.

予 防

海外ではイヌとネコに対するジアルジア・ワクチン

CFel-O-Vax Giardia Vaccine， Fort Dodge)が発売され

ている. このワクチンで感染防御はできないが， シスト

排濯の抑制効果があるとされている56，54)

現在， 日本田内で実施可能なことは，イヌの飼育管理

者に対する衛生指導の徹底と， ジアルジア感染動物に対

する抗ジアルジア薬の投与である.さらに，感染動物の

排植物による環境汚染に対する配慮も必要である.イヌ

からヒ卜へのジアルジア感染防御のために，その第一線

に携わる小動物臨床獣医師の果たすべき役割は大きいと

言える.

おわりに

著者が 1997年， 2002年および 2007年に産接塗抹法と

ホルマリン・酢酸エチル沈澱法で実施した一般家庭飼育

イヌを対象とした検査でのジアルジア虫体検出率は 10.9

~14.3% であり，この 10 年間で大きな変動は認められ

なかった. このように定常的な一定割合の感染があるの

にかかわらず，注目されることが少ないイヌのジアルジ

ア感染は，認知度が低いと言える.
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